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論文審査の結果の要旨 

 オンラインサービスおよび利用（購買）可能なアイテムの増加に伴い、ユーザが自身の興味・趣向に合うアイテ

ムを検索するための時間が非常に長くなりがちである。この問題を解決するシステムとして、推薦システムが多く

のサービスで用いられており、推薦システムはユーザそれぞれに個別化した推薦リストを提供する。このシステム

により、ユーザは全てのアイテムを閲覧することなく自身の興味・趣向に合うアイテムを発見できることが多くの

実用・研究結果により示されている。この推薦システムで重要な点は、推薦リストの精度であり、例えば精度が低

い（興味に全く合わない）リストを提供すると、そのサービスから離脱するユーザは増え、精度が高い場合は利益

向上に繋がる。近年の機械学習技術の高度化により、ユーザとアイテムの特徴を捉え、精度の高い推薦リストを提

供する深層学習を用いた推薦システムに注目が集まっている。深層学習を用いた推薦システムは、過去のユーザと

アイテムのインタラクションおよびアイテムに付随するドキュメント等の周辺の情報を用いて未知のユーザとアイ

テムのインタラクションを推論する。ここで、過去のインタラクションの数が十分に多い場合は学習精度が高くな

ることは自明であり、逆に数が少ない場合、学習結果が汎化状態にはならず、精度の高い推薦リストを提供できな

いという課題がある。本論文では、この疎なインタラクション環境における推薦リストの精度向上に取り組んでお

り、以下の主要な結果を示した。 

(1) フラッシュセールのように、アイテム（およびセール率）が時々刻々と変化する環境では、ユーザの取る行

動（興味）もその時に利用可能なアイテムに大きく依存する。そのため、この環境では疎なインタラクショ

ンとなりがちであり、ユーザの興味も時間によって変化する。この環境において、ユーザのある時刻におけ

る興味を高精度で表す学習技術を提案し、新たなアイテムが現れた場合でも高速にユーザのモデルを更新で

きることを示した。 

(2) 次に、公開データを用いた転移学習を利用することにより、疎なドメインでの推薦精度向上を考えた。転移

学習では一般的にドメイン間で共通のユーザが必要だが、公開データに共通するユーザは存在しない。この

研究では、共通ユーザを使うことなく公開データから有用な知識を転移することに成功している。既存技術

では別のデータを用いることでノイズを増やし、推薦精度の低下を招いているところ、提案技術は精度を向

上できることを実験により示した。 

(3) 最後に、外部の商用データを用いた転移学習を考えた。外部の（非公開）データを利用する場合、プライバ

シーの観点からそのドメインのユーザ情報を流用できないという制約がある。そこで、セマンティックレベ

ルでの知識のみを用いることで、外部データにおけるユーザの情報を使うことなく効果的な転移学習を実現

した。また、知識蒸留を用いることにより、ドメイン間で共用できる趣向を抽出し、推薦精度の向上を達成

した。 

 

以上のように、本論文は疎なインタラクション環境における推薦システムに関する先駆的な研究として、情報科

学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士（情報科学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
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